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け与える自律授乳方式とし、自由記載とした。
④褥婦と看護者との、つながりを深める為指導欄
をもうけた。
⑤直接哺乳指導時、褥婦個人に、説明し配布した。
7.ミルクの請求方法の変更 と授乳記録
ノー トの活用効果
①ミルクを一律40m′の請求とした結果、一週間
の請求量は36580m′となった。
前回請求方法によると請求量47480m′とな
り、一日平均、約 1800mノの減少となった。
②授乳記録ノートを考案し、活用した結果、自律
授乳方式が推進され、褥婦と看護婦のつながり
が深まり、母乳栄養が増加しミルクの減少へと
つながった。
8.効果 確 認
①ミルクの請求方法を一律40m′とした場合、一
日平均の請求量が1800m′減少し、破棄量は
2300m′で請求量の377%であつた。
②消費量に関しては、退院時栄養方法調査による
と、授乳記録ノート使用前には、ミルクのみが
32%であつたが、使用後は12%と明らかに1/3
の減少があつた。(図2)
③コストダウン
ミルクの購入費は市価の1/3であるが、ミルク
請求量が1800m′減少したことにより、一日約
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540円コス トダウンし、年間では約 197,000円
のコストダウンとなる。
④褥婦50名を対象に、カードについてのアンケー
ト調査を行なったところ、大きさ、記入具合に
ついても80%良いという結果であつた。
⑤授乳記録ノートの活用により、褥婦と看護者の
つながりも深まり、母乳栄養の推進がはかられ
た。
⑥栄養課においては、時間的、労作的に大きな負
担はなかつた。
9.歯 止 め
①ミルクの請求方法を生後日数に関係なく一律に
一回哺乳量を40 mlとし人数分請求する。
②授乳記録ノートを個人別に配布し活用する。
10.反 省
今回のQC活動は、2回目であつたが、基本的なと
ころから勉強しなおし、活動をすすめた結果、病棟
スタッフの相互理解と協力により、病棟の活性化に
役立った。着眼点を、 ミルクの減少としたことによ
り改めて、現在の母乳栄養のあり方を見直すよい機
会となった。
今後も更に、業務の効率化を図り、又母児への関
わりを多く持ち、QC活動を実践していきたいと考
える。
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